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詳しくはHPをご覧ください。

HPが新しくなりました

https://www.jcd-
net.or.jp/

今、改めて考える(一社）日本コンクリート診断士会の役割
（一社）日本コンクリート診断士会 副会長 原田 隆敏

2025年度（第16回）定時社員総会が2025年5月23日に名古屋市の愛知県産
業労働センターで開催されました。
早いもので、日本コンクリート診断士会も2010年7月23日に設立され15周

年を迎えます。各地区の診断士会に目を向けますと福井県診断士会は全国
で最も早く設立（2004年3月）し、昨年20周年を迎えており、今年度には東
京、島根県も20周年となり他の地区診断士会においても数年後には迎える
ことでしょう。
ところで、コンクリート診断士受験者数の変遷をみてみますと2010年度

の5998人をピークとして年々減少しており、昨年度は3217人となっており
ます。この資格は他にも同様な民間資格があるものの、JCIとしても新たな
有資格者の取得・増加には傾注しており、2回／年の理事会の情報交換会に
おいて、前川会長自ら積極的に関係省庁にコンクリート診断士資格の重要
性を働きかけておられます。
日本コンクリート診断士会および地区診断士会ともに「20歳」に醸成し、

日本コンクリート診断士会が地区診断士会のプラットホームとなり更なる
活性化する時期と考えます。現に、「かわら版」の発行（４回／年）、JCI
機関紙にJCD年次大会の掲載、業務体験発表報文の機関紙への掲載など、日
本コンクリート診断士会を通して活動報告を行なっております。
さて、先月21日よりトカラ列島近辺で地震が多発し、7月3日には鹿児島

県十島村悪石島付近で震度6弱の地震が続いております。30年以内に「南海
トラフ地震」の発生確率が80％程度と発表されましたが、インフラ構造物
が被災すると、道路啓かいの為の被災構造物の安全性を判定する高度の専
門知識を備えたマンパワーが足らない。資格を活かす上での一例ですが、
高知県コンクリート診断士会ではその時の備えとして「震災緊急点検士(仮
称)」なる研修会を開催し診断士のスキルアップを目指し準備しています。
プラットホームを通じて、地域それぞれ特色ある情報を共有し合い『一燈
照隅』一隅を照らす活動が、地域社会貢献に繋がるとともに日本コンク
リート診断士会の役割であると考えます。
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ＪＣＤからのニュース

第3７号 2025.7

（一社）日本コンクリート診断士会では，会員の診断技術の向上に繋げると同時に地

区相互の交流を深めることを目的に，毎年各地を巡り業務体験発表会と保有技術発表会

を実施しております。

本年度も下記の要領にて開催致しますので、皆様のご参加をお待ちしております。

なお、本年度は島根県コンクリート診断士会の設立20周年記念行事の予定もあり、保

有技術発表会は省略させて頂きますの、ご了承願います。

JCD2025年次大会 in 島 根 のご案内

（業務体験発表）

１．業務体験発表会 ※発表者募集中（～8月1日迄） 10:00～14:00

２．島根県コンクリート診断士会２０周年記念大会 15:00～17:00

３．交流会 18:00～20:00（参加費5,000円）

日 付 ：2025年10月9日（木）

会 場 ：島根県松江市 「ホテル白鳥」

４. 現場見学会

日 付 ：2025年10月10日（金） 出雲大社付近

参加申込み等，詳細につきましては（一社）日本コンクリート診断士会HP等 事務局からの案内をご確

認ください。よろしくお願いいたします。

2024青森大会見学会の様子
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雨上がりや結露で湿ったコンクリートに対しても粘着を発現
「乾燥するまでの待ち時間」「強制乾燥に要する時間」が省ける


